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(1)目 的

地形図VC見 られる急斜面のとび地耕作地が焼畑に由来すると考えた｡つまb焼畑を行-Jてみて,土

壌の坪化学的条件が優れている場所を常畑 として存続させ,現在VE至 っていると推察 したのである.

本論文では,常畑が付近の林地 と比較 して土壌の性質がどのように異 なるかを認識するとともVE,そ

の性質の差異が何VCよるかを考察することを目的 としたO土壌的性質の差は,林地を耕地VC変えるこ

とで作 られた ものであるとの考え方で,山地利用は土壌条件に対応 してなされたとの考え方が成 9た

つO後者は常畑が労働条件を無視 して存在 していること-の説明となろう｡

(2)枠 組

以 ヒの課題を明確 とする為VC次の方法を用いることを計画 したC.

1〕 昭和廟vE焼畑を行 った場所の確認 とサンプ 7)ンク

2〕 耕地,放棄畑,雑木林 (コナラークヌギ林及びナラーク リ林 )植林地VCおけるサンプルの土壌

の理化学的性質を認識する｡

3〕 土壌断面を-ンドポ-ラーVCよb認識するo

以ヒ1〕2〕3〕を基に山地利用の差VCよる土壌の性質のちがいを認識 し,その結果 を基礎に奥名郷に

おける山地利用モデルを主VE焼畑を行 ったか否かを中心に作成する計画であった.が 1〕忙ついてはさ

まざずな理由vEよD,確認がとれVEくく,確認をとった場所でのみサンプル リンクは不可能で奉った

為,異名郷のモデルVCついては,確認 を持てる段階に達 しなか った.

(3)結 果

鬼石町高瀬,万場町麻生グラン ド付近,及び上野内奥名郷 などVCついて比較考察 してみると麻生グ

ラン ド付近の斜面は植 林地においても耕地VEかV,て も三相分布,仮比重,粘土含有率がほぼ同様であ

る｡ (腐植含有率は同一でない )これに対 し,鬼石町高瀬 などでVj:粘土含有率,腐植含有率は利用形

態によbさまざまな値を示す｡ 上野村奥名郷においては耕地VCおいては雑木林 よ9固相が多く仮比重

も大 きい. これは,麻生グラン ド付近の耕地は,耕地利用の歴史が他の耕地 よb浅 く,土壌の性質の

違いが見 られるまでVE達 していないことを意味する0-万奥名郷では耕地 と雑木林 との間vcはっきD

とした差が認め られる｡

この点か ら山地利用は土娘の性質に対応するのでVj:なく,山地利用VCより土壌が変化 したと考えら

れるO聾者は:耕作を行 うことで団粒が破壊 された固相率が大 きくなると考えている.また粘土の含有

率 も増加するとも考えられるが,一方耕地では土壌 が移動 しやすい為粘土含有率においては-定の傾

向ができなかった.腐植 vcついては奥名郷では特VC雑木林 と耕地での差が大 きかった｡また耕地では

ほぼ 3- 4酵程度と含有率が一定 している｡ この雑木林はその状態か ら焼畑を行ったと思えるが,士
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壌断面はやや層の分化が見られるO これVC対 し耕地では層の分化はない｡土壌の厚 さVCついては雑木

林 と耕地との間に差はなかった｡

以 上の結果を基礎vC奥名郷で植林地 ･耕地 ･雑木林vEおいて,三相分布,仮比塵,粘土及び腐植含

有孝,また簡易ポーリングか ら,主に焼畑 との関連か らモデルを作成 したO

国有産業従事者か らみた小田原市の地域性

佐 山 弥 生

(1)目 的

城下町 ･宿場町 として古い歴史を持つ小田原市.その小田原市VE今 も残る国有産業の現状を把握す

る事｡そ して最終的VC,その固有産業の従事者数の推移か ら小田原市の地域性を考察することを目的

とした｡国有産業 として,小田原の特産品である箱根物産 ･小田原蒲鉾 ･そ して梅干製造の要因であ

る梅栽培の 3点をあげて,文献資料と現地での聞き取 り調査VCよって研究を行 なったO

(2)枠 組

第一葦で地域の概観を述べ,第二章で梅栽培VCついて栽培面積 ･農家数の推移 か ら動向を探 り,梶

の依存度を調べることVEよって将来を展望 したOそ して,最後に梅干製造VEついて触れた｡第三章は,

蒲鉾vCついて取 りあげ,原料魚 と生産額 ･製造地か ら考察を行 ない,第四章では,箱根物産について

少 し比重をかけて扱った｡成立基盤 と過程 ･生産衛及び輸出額の変化,そ して企業数並び従事者数の

人口比率の考察をし小田原市の地域性を見,まとめとした｡

(3)結 果

小田原市は,ここ十数年で急速に近 代化が進み,従来の交通都市 ･商業都市としての機能を失 覆い

=業都市へ と移行 しつつ ある. さらに首都東京の衛星都市 としての性格を帯びるようVEなってきた0

この為,固有産業が小田原市VC占める割合は,大 きく後退 した｡ しか し,梅栽培に関 しては家族労力

で済む とい う利点か ら兼業可能であり都市化する小田原にあって増加傾向を示 しているOまた,蒲鉾

は長V,間に形成された市場 ･信用VCより安定 した需要を持っている｡そ して,最大の悩みであった原

料魚不足か らは ｢クロー カー｣のす り身輸入VCより解放 され ようとしているし,新 しい経営- と変わ

りつつ ある.箱根物産は,伝統品全般が持つ後継者不足などの問題を抱えているが,従事者の^ロ比

率か らみてその伝統は維持 されてい くであろう. 必ず しも楽観で きないが,新製品の開拓や経営の合

理化 ･協同化,さらVC木屑の有効な処理方法を考えていけば低い収益を高めることができる｡ このよ

うvE,=業化 しつつ ある小田原だが固有産業は依然存在 し,今後 も時代に応 じ変化 し存続 されてい く

と思われる｡

こうして小田原市は,近代工場が建ち住宅化の進む酒勾川両岸や市の東北部,都市化する駅前のな

かで,小田原城VC象徴されるべ く,かて=嘗こ衝 など旧小田原町に古い歴史の面影を残 している｡
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